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第 2四半期（中間期）連結業績予想値と実績値との差異に関するお知らせ 

  2026 年 2 月 13 日に公表いたしました 2026 年 12 月期第 2 四半期（中間期）の連結業績予想値と本日公表の実

績値に差異が生じましたので下記のとおりお知らせいたします。 

 

記 

 

1.  2026 年 12 月期第 2 四半期（中間期）連結業績予想値と実績値との差異 

（2026 年 1 月 1 日～2026年 6 月 30 日） 

（単位：百万円） 

 
売上高 営業利益 経常利益 

親会社株主に 

帰属する 

中間純利益 

1 株当たり 

中間純利益 

前回発表予想（A） ３,１９５ １９４ ２１５ ９６ １０.１３円 

今回実績（B） ２,８８３ ８１ １２５ ３１ ３.３１円 

増減額（B-A） △３１１ △１１３ △９０ △６４  

増減率（％） △９.８ △５８.３ △４２.０ △６７.３  
（ご参考）前期第 2 四半期実績 

（2025 年 12 月期中間期） ２,２５０ １９５ ２２６ １９１ ２０.１８円 

 

2.  第 2 四半期（中間期）連結業績予想数値と実績値との差異の理由 

当社グループ製品の主な利用先である自動車向け金型・部品製造業においては、中東情勢を起因とする

石化由来原料の価格上昇および供給減少の影響により設備投資の抑制傾向が継続、製品販売が低調に推移

しました。また金型製造事業においては、2025 年下期以降モデルチェンジの谷間と重なり受注が低調であ

ったことに加え、米国政策の影響による EV（電気自動車）の需要減退を背景に大手自動車メーカーが EV 戦

略の見直しを図ったことから進行中のプロジェクトが中止となり、収益に大きく影響しました。 

これらの結果、当中間連結会計期間の連結業績は、売上高 28 億 83 百万円、営業利益 81 百万円、経常利

益 1 億 25 百万円、親会社株主に帰属する中間純利益 31 百万円となり、それぞれ前回発表予想を下回りま

した。 

※2026 年 12 月期の通期連結業績予想につきましては、EV 以外のサイクルが活発化してきたことに伴う

CAD/CAM システムの需要増が見込まれること、また金型製造事業においても足元の受注動向が活発化して

いることを踏まえ、2026年 2 月 13 日付「2025 年 12月期決算短信〔日本基準〕（連結）」にて発表いたし

ました業績予想を変更しておりません。 

以  上 


